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６  平成25年度予算

10　東城の新たな拠点施設が完成

12　休日診療センターが診療開始

13　市の組織が変わります

14　庄原市表彰・ふるさと功労表彰

　　100歳まで楽しめる野菜づくり

16　市補助金をご利用ください

18　節目には届け出ましょう

　　出前トークをご利用ください

　　安心・安全な毎日のために

20　市政トピックス

22　カメラレポート

25　健康広場

26　お知らせ

い
い
ね
♪ 

松
江
自
動
車
道　

4

松江自動車道開通記念プレイベントが３月10日、口和イン
ターチェンジ周辺で開催され、約1,800人が参加。真新しい高
速道路の感触をウォーキングやサイクリングなどで楽しみ
ました。（関連記事22ページ）

2013/April

No.97



  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 2 3｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 4 5｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 6 7｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 8 9｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



東城地域に新たな拠点施設が完成

「地域づくり、人づくり」を展開する複合拠点施設が完成

東城支所企画調整室　☎ 08477-2-5111

東城教育室　　　　　　　☎ 08477-2-5221

庄原市東城自治振興センター
庄原市東城文化ホール
庄原市立図書館・東城分館

　

完
成
し
た
こ
の
施
設
は
、
住
民
の
地
域
づ

く
り
活
動
や
生
涯
学
習
活
動
・
芸
術
文
化
活

動
の
推
進
を
目
的
に
「
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
」

「
ホ
ー
ル
」「
図
書
館
」
の
機
能
を
持
つ
複
合
施

設
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
、
長
年
地
域
住
民
に
親
し

ま
れ
た
「
東
城
文
化
会
館
」「
東
城
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー
ル
機
能
）
」
を
撤
去
し
、

平
成
24
年
６
月
に
着
工
、
そ
し
て
平
成
25
年

２
月
末
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
、「
と
う
じ
ょ
う

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
よ
り

「
庄
原
市
東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
」「
庄
原

市
東
城
文
化
ホ
ー
ル
」「
庄
原
市
立
図
書
館
・

東
城
分
館
」と
し
、
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
文
化
ホ
ー
ル
は
、
10
自
治
振
興
区
で
再
編

統
合
さ
れ
た
「
東
城
自
治
振
興
区
」
が
指
定

管
理
者
と
し
て
、
図
書
館
は
市
教
育
委
員
会

が
管
理
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
複
合
施
設
の
利
点
を
生
か
し
、
東

城
地
域
に
限
ら
ず
多
く
の
市
民
の
利
用
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■施設概要		

位　　置　庄原市東城町川東１１８８番地２
敷地面積　３，６５６㎡	 	
延床面積　２，０２１㎡	 	
　　　　　（東城自治振興センター 1,013㎡）
　　　　　（東城文化ホール 693㎡）
　　　　　（図書館・東城分館 315㎡）
構　　造　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
　　　　　　　　　　　　平屋建一部２階

東
城
地
域
の　
　
　
　
　
　
　

の�

活
動
拠
点
と
し
て
始
動

自
治
振
興

生
涯
学
習

ユニバーサルデザインを取り入れた351人収容可能なホール

地元木材を使用した創作活動室

調理卓５台を備えた調理実習室茶室設備も備えた１２畳の和室

３分割でき100人収容可能な研修室

ゆったりした空間が広がる市民ロビー　

地元木材を使用した図書受付カウンター

レイアウト自由な家具を配した閲覧コーナーオストメイトなどを完備した多機能トイレ

182

消防署

GS

GS

遊YOUさろん東城

東
城
IC

■位置図

庄
原
市
東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

庄
原
市
東
城
文
化
ホ
ー
ル

庄
原
市
立
図
書
館
・
東
城
分
館
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～
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
～

○
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
種
医

療
費
助
成
受
給
者
証
や
被
爆
者
健
康
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
）

○
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
所
定
の
一
部
負
担
金
を
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

○
服
薬
中
の
方
は
、
お
薬
手
帳
ま
た
は
飲
ん

で
い
る
薬
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
予
防
接
種
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
病
院
で
の
検
査
や
入
院
が
必
要
な
場
合

は
、
庄
原
赤
十
字
病
院
な
ど
の
二
次
救
急
医

療
機
関
に
受
け
入
れ
を
依
頼
し
ま
す
。

○
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、
庄
原
赤
十
字

病
院
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
が
開

設

地籍調査課
債権対策課	を	新設
市の組織を一部変更しました

市は、４月から組織の一部を次のとおり変更しました。

所管の事務や連絡先などご確認のうえ、お間違えのないよ

うご注意ください。詳細は、『別冊本庁支所　各部署の配置

と職員のご案内』をご参照ください。

企画課企画調整係　☎０８２４‐７３‐１１２８

地籍調査の推進、市債権の滞納対策、地方分権の進展への対応など、効果的・効率的に

行政施策を実施していくため、課・係の新設･終了などの見直しを行いました。

簡素で効率的な組織体制とするため、西城、東城支所の体制を次のとおり変更します。

地方公営企業の会計制度改革や、簡易水道事業との経営統合へ対応するため、組織の見直
しを行いました。

平成 25年度
室　名 係　名

【名称変更】
産業建設室

産業振興係

環境建設係

市民生活室

市民生活係

保健福祉係

	

平成 24 年度
支	所	名 室　名 係　名	

西 城
産業振興室 産業振興係

環境建設室 環境建設係

東 城 市民生活室

市民生活係

福祉係

健康推進係

平成 24年度

課　名 係　名

水道事業 水道課 庶務係

	 	

平成 25 年度
課　名 係　名

水道課
庶務係

業務係

本庁
の組織変更

支所
の組織変更

水道事業
の組織変更

課　名 係　名 主な担当事務など

課の新設
地籍調査課 【新設】地籍調査係 地籍調査に関する事務

債権対策課 【新設】債権対策係 市債権の滞納対策に関する事務

係の新設 ･終了

管財課
【新設】契約係 契約に関する事務

【終了】地籍調査係 地籍調査課「地籍調査係」へ移管

社会福祉課 【新設】監査指導係 社会福祉法人などの指導・監査に関する事務

簡易水道課 【新設】業務係 簡易水道使用料に関する事務

税務課 【終了】徴収プロジェクト係 債権対策課「債権対策係」へ移管

環境政策課 【終了】生活衛生係 同課「環境政策係」へ移管

女性児童課 【終了】施設管理係
同課「児童福祉係」へ移管
※保育所の指導監査事務は社会福祉課「監査指
導係」へ移管

その他の変更 【終了】女性児童課主幹
事務は同課「児童福祉係」・「女性子ども支援係」
で対応

こ
の
た
び
広
島
県
地
域
医
療
再
生
計

画
事
業
補
助
金
（
約
１
億
円
）
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
整
備
し
た
「
庄
原
市

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
」
が
、
今
月
か
ら

診
療
を
開
始
し
ま
す
。

公
設
公
営
の
運
営
と
な
り
ま
す
が
、

庄
原
市
医
師
会
か
ら
医
師
を
派
遣
し
、

診
療
を
行
い
ま
す
。
休
日
の
一
次
救
急

を
我
々
医
師
会
が
担
い
、
市
民
の
健
康

を
安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
、

庄
原
赤
十
字
病
院
の
先
生
方
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
し
、
二
次
救
急
に
専
念

し
て
も
ら
え
る
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
休
日
の
急
病
発
生
時

に
新
聞
な
ど
で
そ
の
日
の
当
番
医
を
探

す
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
。
も
し
、
休

日
に
急
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
は
、
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

休
日
診
療
体
制
の
確
保
で

市
民
の
健
康
を
安
定
的
に
維
持

市
は
、
庄
原
赤
十
字
病
院
北
側
に
休
日
の

急
病
患
者
に
対
応
す
る
「
庄
原
市
休
日
診
療

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、
４
月
７
日
（
日
）
か
ら

診
療
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
曜
日
や
祝
日
に
急
病
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
庄
原
地
域
と
東
城
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
開
業
医
が
輪
番
制
で
当

番
医
と
な
り
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
は
休
日
に
お
け
る
一
次

救
急
（
入
院
を
必
要
と
し
な
い
程
度
の
救
急
）

医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
、
庄
原
市
医

師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
が
診
療
業
務
を

担
い
ま
す
。

今
後
は
休
日
の
日
中
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
「
庄
原
市
休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
」で
受
診
で

き
ま
す
。

こ
の
診
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
っ
て
、

庄
原
地
域
の
休
日
当
番
医
は
廃
止
さ
れ
ま

す
。東

城
地
域
の
当
番
医
に
よ
る
休
日
診
療

は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。

●
診
療
日　

日
曜
日
、
祝
日

年
末
年
始
（
12
月
30
日
～
１
月
３
日
）

●
診
療
時
間　

９
時
～
17
時

※
受
け
付
け
は
16
時
45
分
ま
で
。

●
診
療
科　

内
科

※
日
に
よ
っ
て
医
師
が
異
な
り
ま
す

※
小
学
生
以
下
の
乳
幼
児
は
、
庄
原
赤
十

字
病
院
小
児
科
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
診療日 ( 休日 )

庄原市休日診療センター　
☎０８２４‐７２‐９９００

診療日以外
保健医療課医療予防係

☎０８２４‐７３‐１１５５

処置室

受付

X線室

庄原市医師会　会長

毛 利 昭 生 さん

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 12 13｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



井
いの

 上
うえ

 雅
まさ

 央
てる

近畿中国四国農
業研究センター
鳥獣害研究チー
ム専門員。

平成10年から奈良県農業技術センター
鳥獣害対策チームリーダーとして、猿害
対策を中心とした作物保護研究に従事。
同チームの統括を経て平成18年に近畿
中国四国農業研究センター鳥獣害研究
チーム長。平成22年から現職。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

改
め

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
１
）

昨
年
度
連
載
の
鳥
獣
害
シ
リ
ー
ズ
い
か
が

で
し
た
か
？
本
年
度
は
、
毎
朝
目
覚
め
た
ら

す
ぐ
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
、「
百
歳
に

な
っ
て
も
行
く
の
が
楽
し
い
畑
作
り
」
の
裏

ワ
ザ
、
小
ワ
ザ
を
紹
介
し
ま
す
。

名
付
け
て
山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
。

今
年
も
鳥
獣
対
策
は
折
々
触
れ
て
い
き
ま

す
が
、
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
、
昨
年

度
の
広
報
も
合
わ
せ
て
、
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

１
．今
月
の
裏
ワ
ザ

～
畝う

ね

立
て
は
欲
張
ら
な
い
～

い
く
ら
柵
で
畑
を
囲
っ
て
も
、
柵
越
し
に

ト
マ
ト
果
実
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
に
サ
ル

の
手
や
イ
ノ
シ
シ
の
口
が
届
い
て
し
ま
え
ば

「
柵
さ
え
探
せ
ば
餌
が
食
え
る
」こ
と
を
動
物

に
教
え
る
逆
効
果
の
餌
付
け
柵
だ
と
い
う
こ

と
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
畑
の
ヘ
リ
ま
で
、
欲

張
っ
て
畝
立
て
し
て
し
ま
っ
て
は
餌
付
け
柵

し
か
出
来
ま
せ
ん
よ
。

周
囲
は
最
低
で
も
１
㍍
、
何
も
植
え
な
い

ゾ
ー
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
何
も
な
い
ゾ
ー

市
は
、
３
月
６
日
、
庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労

賞
授
与
式
を
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
功
労
賞
は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

社
会
貢
献
な
ど
で
市
民
生
活
に
夢
と
希
望
を

与
え
、
庄
原
市
の
名
を
高
め
た
方
を
顕
彰
す

る
制
度
と
し
て
平
成
20
年
度
に
創
設
。

平
成
24
年
度
は
、
文
化
功
労
と
し
て
、
長

年
、
菊
作
り
や
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
な
ど
を
通
し
、
庄
原
市
の
文
化
の
発
展

に
多
大
に
寄
与
さ
れ
た
才
木
力
三
さ
ん
、
俳

句
の
全
国
大
会
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
實
延
大
二
郎
さ
ん
、
森
多
む
つ
み
さ
ん

を
表
彰
し
ま
し
た
。

●
庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞
受
賞
者

（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

●
文
化
功
労

才
木　

力
三
（
川
手
町
）

實
延
大
二
郎
（
比
和
町
）

森
多
む
つ
み
（
比
和
町
）

ン
は
柵
か
ら
サ
ル
が
手
を
差
し
伸
べ
て
も
野

菜
に
は
届
か
な
い
空
間
を
確
保
す
る
大
切
な

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
次
に
重
要
な
の
は
作
物
の

配
置
。
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
も
好
物
が
見
え
る

畑
に
は
何
と
か
入
り
た
い
と
執
着
し
ま
す
。

柵
際
に
は
シ
ソ
や
タ
カ
ノ
ツ
メ
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
と
い
っ
た
動
物
が
あ
ま
り
好
ま
な
い

品
目
を
植
え
る
の
が
、
さ
り
げ
な
い
裏
ワ
ザ

だ
と
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
．今
月
の
手
抜
き

～
芽
カ
キ
の
手
抜
き
畝
～

「
バ
レ
イ
シ
ョ
は
芽
カ
キ
を
し
て
一
株
１

～
２
本
の
茎
を
残
す
と
大
き
な
イ
モ
が
と
れ

ま
す
」
と
、ど
の
本
に
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
芽
カ
キ
を
手
抜
き
す
れ
ば

小
さ
な
イ
モ
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
と
い
う
こ

と
。一

畝
だ
け
芽
カ
キ
を
手
抜
き
し
て
お
け

ば
、
秋
作
の
種
芋
に
使
え
る
し
、
黒
砂
糖
で
寒

露
煮
を
作
る
と
美
味
。
地
温
の
高
い
秋
作
で

も
、
切
ら
な
い
で
丸
ご
と
植
え
る
と
土
中
で

腐
る
こ
と
な
く
栽
培
で
き
ま
す
。

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

シリーズ

●
庄
原
市
表
彰
状
受
賞
者
（
氏
名
　
五
十
音
順
　
敬
称
略
）

農
業
委
員
会
委
員
15
年
以
上
の
在
職
者

小
林　
　

孝
（
東
城
町
）

学
校
医
、学
校
歯
科
医
15
年
以
上
在
職
者

児
玉　
　

節
（
広
島
市
安
佐
南
区
）

宮
地　
　

譲
（
東
城
町
）

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

三
浦　

虎
已
（
川
西
町
）

竹
元　

浩
人
（
川
北
町
）

山
崎　

廣
芳
（
川
北
町
）

友
國　

昭
博
（
市
町
）

才
木　

啓
久
（
峰
田
町
）

小
池　

伸
二
（
峰
田
町
）　

戸
井　
　

博
（
高
町
）　

稲
垣　

光
宣
（
高
茂
町
）

山
野　

利
春
（
西
城
町
）　

池
田　

敏
徳
（
西
城
町
）　

柳
生　

好
和
（
西
城
町
）　

柳
川　

朋
広
（
西
城
町
）

新
林　

弘
治
（
高
野
町
）　

松
長　

茂
治
（
高
野
町
）　

新
山
芙
美
夫
（
高
野
町
）

山
根　

啓
荘
（
総
領
町
）

木
村　

成
利
（
総
領
町
）

信
清　

裕
司
（
総
領
町
）

献
血
回
数
30
回
以
上
の
方

井
上　

龍
一
（
西
城
町
）

寺
元　

豊
樹
（
比
和
町
）

藤
原　

洋
二
（
高
野
町
）

村
上　

達
子
（
東
城
町
）

瀬
尾　

千
秋
（
東
城
町
）

※
市
内
在
住
で
、
平
成
24
年
９
月
30
日
現
在
、

献
血
回
数
30
回
に
達
し
た
方

価
格
１
０
０
万
円
以
上
の　
　
　
　
　

                                                           

金
品
の
寄
附
者 

荒
木　
　

攻
（
広
島
市
西
区
）

庄
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

会
長　

瀧
口　

泰
治
（
西
本
町
）

公
益
財
団
法
人

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
広
島
支
部

支
部
長　

伊
藤　

守
夫　

（
広
島
市
東
区
）

長年の功績を称え29人を表彰
～庄原市表彰状授与式～

総務課人事秘書係　☎０８２４-７３-１１２５

夢と希望を与えた３人を表彰
～ふるさと功労賞授与式～

総務課人事秘書係　☎０８２４‐７３‐１１２５

庄
原
市
表
彰
状
授
与
式
を
３
月
23
日
、
市

役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
章
者
は
、
多
年
に
わ
た
り
各

種
委
員
や
消
防
団
員
と
し
て
在
職
し
、
市
政

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
、
助
け

合
い
の
精
神
で
献
血
を
30
回
以
上
さ
れ
た

方
、
本
市
に
多
額
の
浄
財
な
ど
を
寄
附
さ
れ

た
方
、
合
わ
せ
て
29
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

授
与
式
に
は
10
人
が
出
席
。
滝
口
季
彦
市

長
は
「
皆
さ
ま
の
郷
土
を
愛
す
る
心
や
職
務

に
対
す
る
熱
心
な
取
り
組
み
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふるさと功労表彰 庄原市表彰

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 14 15｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



市補助金ガイド

生
活
環
境
改
善

飲
料
水
供
給
施
設
整
備
費
補
助
金

　

飲
料
水
が
不
足
す
る
地
域
で
、
水
源
を
整

備
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者　

庄
原
市
水
道
事
業
計
画
給
水
区

域
お
よ
び
簡
易
水
道
計
画
給
水
区
域
内
の
給

水
可
能
区
域
以
外
で
、
生
活
の
た
め
の
飲
料

水
が
不
足
し
て
い
る
方
。

●
補
助
金　

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
は

40
万
円
（
共
同
設
置
分
を
除
く
）
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
３
９
８

生
活
道
舗
装
事
業
補
助
金

　

生
活
道
の
改
良
ま
た
は
舗
装
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
５
月
末
。

●
補
助
金　

事
業
に
要
す
る
経
費
と
、
市
が

定
め
る
工
事
費
用
を
比
較
し
、
い
ず
れ
か
低

い
額
に
40
％
を
乗
じ
た
額
。
１
カ
所
当
た
り

の
上
限
額
は
64
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

生
ご
み
処
理
容
器
等
補
助
金

　

生
ご
み
処
理
容
器
お
よ
び
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
、
設
置
し
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
補
助
金　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、

上
限
は
１
万
６
千
円

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
３
９
８

地
域
ご
み
集
積
所
設
置
補
助
金

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
た
に
ご
み
集

積
所
を
整
備
す
る
地
域
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
補
助
金　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
４
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
係

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
３
９
８

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
補
助
金

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金

　

耐
震
診
断
は
診
断
費
用
の
３
分
の
２
以
内

で
上
限
は
４
万
円
。
耐
震
改
修
工
事
は
工
事

費
用
の
３
分
の
１
以
内
で
上
限
は
40
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
整
備
課
建
築
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金　

リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の
10
分
の
１

以
内
で
、
上
限
は
10
万
円
。
た
だ
し
、
同
一
住

宅
は
１
回
の
み
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
整
備
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
２

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
事
業
補
助
金

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
１
㌔
㍗
あ
た

り
３
万
５
千
円
で
、
上
限
は
14
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
３
９
８

農
林
施
設
整
備
事
業
補
助
金

　

地
元
受
益
者
が
実
施
す
る
農
林
施
設
（
農

道
や
林
道
な
ど
）
の
基
盤
整
備
事
業
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
５

月
末
。

●
補
助
金　

事
業
に
要
す
る
経
費
と
、
市
が

定
め
る
工
事
費
用
を
比
較
し
、
い
ず
れ
か
低

い
額
に
25
％
を
乗
じ
た
額
。
１
カ
所
当
た
り

の
上
限
額
は
37
万
５
千
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
村
整
備
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
７

農
業
・
畜
産
業
支
援

が
ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
補
助
金

　

「
農
業
所
得
10
％
ア
ッ
プ
」を
実
現
す
る
た

め
の
機
械
施
設
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
、
本

市
で
農
業
経
営
を
行
う
農
業
者
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業

①
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
農
畜

産
物
生
産
を
行
う
た
め
の
機
械
施
設
の
整
備

事
業
。(

中
古
農
機
具
な
ど
は
、
業
者
の
見
積

も
り
を
添
付
す
る
も
の
が
対
象)

②
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
農
畜
産
物
の
販
売

拡
大
の
た
め
の
開
発
経
費
お
よ
び
加
工
す
る

機
械
・
施
設
の
整
備
事
業

③
家
畜
自
給
粗
飼
料
生
産
に
か
か
わ
る
農
機

具
な
ど
の
整
備
事
業

●
補
助
金

①
一
般
型　

米
の
生
産
に
直
接
必
要
な
機
械

施
設
は
、
補
助
対
象
外
。
対
象
事
業
費
の
３
分

の
１
以
内
で
、
上
限
額
30
万
円
。

②
認
定
農
業
者
型　

　

米
の
生
産
に
直
接
必
要
な
機
械
施
設
は
、

農
業
経
営
改
善
計
画
に
導
入
計
画
の
あ
る
場

合
の
み
補
助
対
象
。
農
業
経
営
改
善
計
画
に

導
入
計
画
が
な
い
場
合
は
、
対
象
事
業
費
の

３
分
の
１
以
内
。
農
業
経
営
改
善
計
画
に
導

入
計
画
の
あ
る
場
合
は
、
対
象
事
業
費
の
２

分
の
１
以
内
。
補
助
金
上
限
額
は
50
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
２

家
畜
飼
養
施
設
増
改
築
等
支
援
事
業

　

市
内
の
和
牛
、
乳
牛
、
豚
を
飼
養
す
る
畜
産

農
家
が
、
畜
舎
や
堆
肥
舎
の
新
築
・
増
改
築
、

既
存
施
設
の
取
得
を
行
う
場
合
に
、
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内
で
補
助
し
ま
す
。
取
り

組
み
内
容
で
上
限
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
７

地
域
材
活
用

地
域
木
材
住
宅
建
築
普
及
奨
励
金

　

地
域
木
材
を
使
用
し
て
住
宅
を
新
築
ま
た

は
改
修
す
る
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

①
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

②
主
要
構
造
部
材
な
ど
に
地
域
材
を
使
用

し
、
そ
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と

※
現
地
調
査
に
よ
る
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

●
奨
励
金

地
域
材
の
使
用
量
・
奨
励
金
の
額

２
㎥
以
上
５
㎥
未
満　
　

10
万
円

５
㎥
以
上
10
㎥
未
満　
　

20
万
円

10
㎥
以
上
20
㎥
未
満　
　

40
万
円

20
㎥
以
上　
　
　
　
　
　

60
万
円

※
地
域
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
金
額
が
変
更

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

購
入
促
進
補
助
金

　

森
林
資
源
を
有
効
活
用
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
購
入

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
お
よ
び
薪
ス
ト
ー
ブ

は
対
象
経
費
の
３
分
の
１
で
、
上
限
は
12
万

円
。
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
は
対
象
経
費
の
３

分
の
１
で
、
上
限
は
50
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

林
業
振
興
課
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
３
０

地
域
活
性
化
支
援

最
寄
り
買
い
店
舗
改
装
支
援
補
助
金

　

最
寄
り
の
店
舗
で
の
買
い
物
や
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
維
持
す
る

た
め
、
日
常
生
活
に
必
要
な
商
品
の
販
売
お

よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
舗
な
ど
の
改

装
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
金　

改
装
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

ま
ち
な
か
活
性
化
補
助
金

　

空
き
店
舗
な
ど
を
改
装
し
、
ま
ち
な
か
の

活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の
再
生
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
対
象
地
区
は
、
各
地
域
の
中
心
と
な

る
地
域
、
庄
原
都
市
計
画
区
域
の
用
途
地
域

（
工
業
地
域
を
除
く
）
。

①
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
開
設
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
の
開
設
に
対
し
て
、
店
舗
借
上
料
と
改
装

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
借
上
料
補
助　

借
上
料
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
月
額
４
万
円
。（
２
年
以
内
）

●
改
装
費
補
助　

改
装
費
の
３
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
２
４
０
万
円
。

②
空
き
店
舗
等
活
用
創
業
支
援
事
業
・

　

店
舗
改
装
支
援
事
業

　

小
売
業
・
一
般
飲
食
店
な
ど
を
新
た
に
創

業
す
る
場
合
や
老
朽
化
し
た
店
舗
を
改
装
す

る
場
合
、
店
舗
の
改
修
費
と
借
上
料
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。（
借
上
料
は
新
た
に
創
業
し

た
場
合
に
限
る
）

●
借
上
料
補
助　

借
上
料
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
月
額
４
万
円
。（
２
年
以
内
）

●
改
装
費
補
助　

改
装
費
の
３
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
50
万
円
。

③
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
事
業

　

ま
ち
な
か
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
事
業
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

●
事
業
費
補
助　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
、
上
限
は
40
万
円
。

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

　市は、市民の皆さんの生活や活動を応援するさまざまな補助事業を

ご用意しています。その中から一部をご紹介します。補助金の利用方法

など、お気軽に市役所各担当課にお尋ねください。

今回掲載する内容は、一部の補助金とその概要です。
採択要件など詳しくは担当課および支所担当室で確認してください。

　生 活 の 一 助 に

市補助金をご活用ください

書類が足りなかったり
指摘事項があったりす
る場合があるので、申
請書類は期限に余裕
をもって提出しましょう。
期限が過ぎてしまうと
原則書類は受理されま
せん。

補助金を活用するに
は、「採択要件」や 「申
請期限」などを、事前に
知っておく必要があり
ます。活用したいと思う
補助金があれば、お早
めに担当課へお問い合
わせください。

補助金は、申請 ・決定
前の着手 （工事 ・購入
する）は原則認められ
ません。ただし、補助金
によっては着手が可能
なものもありますので、
詳しくは担当課に確認
してください。

その経費が補助の対
象になっているかを確
認し、経費の見積書は
できるだけ細かく取りま
しょう。また、補助金の
支払いは事業が完了
した後になるので、立て
替え払いが必要になり
ます。

１

２
３

４
補
助
金
活
用
の

ポ

イ

ン

ト
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国 民 年 金

節目、節目には

届け出を
保健医療課国保年金係

☎０８２４‐７３‐１１５８

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

日
本
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
40
年
間
、
誰
も
が
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
す
。
40
年
の
間
に
は
、
就
職
や
結
婚
、

引
越
し
、
転
職
、
退
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
節
目

が
訪
れ
ま
す
。

　

そ
の
節
目
ご
と
に
、
国
民
年
金
の
加
入
の

種
類
や
保
険
料
の
納
め
方
も
変
わ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
都
度
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
節

目
、
節
目
に
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

○
20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
○

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の
申
請
を

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届け出が必要なとき 手続きの内容 持参するもの

勤務先を退職した( 厚生年金や共済

年金加入者の場合)

第２号被保険者から第１号被保険者に切り

替えます。（第３号被保険者に該当する場合

を除く。）

①印鑑　②年金手帳

③社会保険などの資格を喪失した

証明書（勤務先が作成）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が

厚生年金、共済年金を辞めた

第３号被保険者から第１号被保険者へ切り

替えます。

①印鑑　②年金手帳

③社会保険などの資格を喪失した

証明書（勤務先が作成）

他の市町村から転入した

市内で転居した

住所変更の手続きを行います。日本年金機

構から届く各種郵送物の送付先を変えま

す。（厚生年金の方は、勤務先で手続き）

①印鑑　②年金手帳

氏名が変わった

（婚姻、離婚、養子縁組など）
氏名変更の手続きを行います。 ①印鑑　②年金手帳

20 歳になった

(厚生年金や共済年金加入者を除く)
第１号被保険者となります。

①日本年金機構から届いた書類　

②印鑑

本年度の月額保険料は

１５，０４０円

※国民年金保険料は、平成29年

まで段階的に毎年引き上げら

れることになっています。

●被保険者の種別
加入者は職業などによって
３つのグループに分かれています。

第１号
被保険者

自営業者、学生、フリーター、無職の方

など。加入手続きは市役所国民年金担

当窓口で行います。

第２号
被保険者

会社員や公務員など、厚生年金保険や

共済組合に加入している方。加入手続

きは勤務先が行います。

第３号
被保険者

第２号被保険者に扶養されている配

偶者の方。加入手続きは第２号被保険

者の勤務先を経由して行います。

　

就
職
や
退
職
、
就
学
な
ど
に
よ
る
異
動
が

も
っ
と
も
多
い
４
月
。
職
場
の
健
康
保
険
へ

の
加
入
や
脱
退
を
し
た
と
き
は
、
14
日
以
内

に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
保
険
証
の
切
り

替
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

異
動
の
届
け
出
を
し
な
い
ま
ま
国
保
の
資

格
が
残
っ
て
い
る
と
、
国
保
税
が
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
遡
っ

て
国
保
に
加
入
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ま
で
の

国
保
税
を
ま
と
め
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

資
格
の
な
い
保
険
証
で
医
療
機
関
に
か
か

る
と
、
保
険
給
付
を
誤
っ
て
受
け
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
、
医
療
費
を
清
算
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
加
入
し
て
い
る
保
険
制
度
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
て
、
正
し
い
保
険
証
で
医
療

機
関
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

●
手
続
き
先　

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

こんなときに これを持って市役所へ

国保に加入するとき

他の市町村から引っ越してきたとき 他市町村の転出証明書・印鑑

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめたことの証明書・印鑑

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなったことの証明書・印鑑

国保をやめるとき

他の市町村に引っ越すとき 保険証・印鑑

職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険の保険証・印鑑

職場の健康保険の被扶養者になったとき 職場の健康保険の保険証・印鑑

その他の届出

退職者医療制度（※）の対象となったとき 保険証・年金証書・印鑑

住所、世帯主、氏名が変わったとき 保険証・印鑑

修学のため別に住所を定めるとき 保険証・在学証明書・印鑑

※退職者医療制度…65 歳未満の方で、厚生年金や共済年金などの加入期間が 20 年以上または 40 歳以降に 10 年以上あり、

　年金を受給されるようになったときに加入する国保です。

国 民 健 康 保 険

保険証の切り替え
忘れていませんか？

保健医療課国保年金係　☎ 0824-73-1158

～届け
出は1

4日以
内に確

実に～

	　

毎
年
こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火

事
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
３
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
集
中
し
て
発
生
し
て
お

り
、
出
火
原
因
は
、
野
焼
き
、
火
入
れ
、
た
ば
こ

な
ど
、
人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
風
の
強
い
日
や
、
乾
燥
し
た
日
は
屋
外
で

火
を
使
用
し
な
い
。

●
野
焼
き
を
行
う
際
は
必
ず
水
バ
ケ
ツ
な
ど

の
消
火
用
具
を
準
備
す
る
。

●
草
焼
き
な
ど
を
行
う
際
は
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
焼
却
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

●
た
ば
こ
の
火
は
必
ず
消
し
、
吸
殻
は
投
げ

捨
て
な
い
。

　　

野
焼
き
、
火
入
れ
を
行
な
う
場
合
は
火
事

の
誤
認
通
報
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
前
に
最
寄

り
の
消
防
署
へ
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
25
年
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語
■

　

ゴ
ミ
の
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

◇
ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
は

法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
◇

野
外
焼
却
禁
止
の
例
外
（
消
火
用
具
の
準
備
を
）

●
病
害
虫
の
付
着
し
た
木
の
枝
の
焼
却
な
ど

●
河
川
管
理
者
が
行
う
伐
採
し
た
草
木
の
焼

却
な
ど

●
災
害
時
の
応
急
対
策
、
凍
霜
害
防
止
の
た

め
の
稲
わ
ら
の
焼
却
な
ど

●
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め
に
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
、
あ
ぜ
草
・

稲
わ
ら
・
下
枝
・
も
み
殻
な
ど
の
焼
却

●
落
ち
葉
た
き
、
た
き
火
、
庭
草
・
剪
定
木
く

ず
の
焼
却
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

※
火
事
の
誤
認
通
報
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
前

に
お
近
く
の
消

防
署
・
出
張
所

へ
「
火
災
と
ま

ぎ
ら
わ
し
い
煙

ま
た
は
火
炎
を

発
す
る
恐
れ
の

あ
る
行
為
」
の

届
け
出
を
し
ま

し
ょ
う
。

「山
の
火
事　

も
と
は
小
さ
な　火

種
か
ら
」

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

出
前
ト
ー
ク

　

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
や
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
つ
い
て
、
市
の
職
員
が
地
域

に
出
向
い
て
説
明
・
懇
談
す
る
「
出
前
ト
ー

ク
」を
本
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

　

市
内
に
在
住
、
通
勤･

通
学
す
る
お
お
む
ね

10
人
以
上
が
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団
体

●
実
施
時
間　

　

原
則
と
し
て
平
日
の
９
時
か
ら
21
時
ま
で

で
２
時
間
以
内
。

●
会
場　

　

申
込
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他

　

開
催
を
希
望
す
る
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
情
報
政
策
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
な
い
テ
ー
マ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
メ
ニ
ュ
ー
の
一
覧
は
、
情
報

政
策
課
と
各
支
所
、
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
政
治
、
宗
教
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し

た
集
会
な
ど
は
除
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

℻
０
８
２
４
‐
７
２
‐
３
３
２
２
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保健医療課

受
け
よ
う
検
診
、忘
れ
な
い
で
自
己
検
診
！

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
講
演
会

農業振興課

楽
し
く
食
文
化
を
継
承
す
る

漬
物
伝
承
講
座

西城支所

地
元
の
食
資
源
を
ま
ち
の
元
気
づ
く
り
に

農
産
物
加
工
研
修
会
を
開
催

高野支所

58
年
の
長
い
歴
史
に
幕

庄
原
市
立
下
高
保
育
所
が
閉
所

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

「
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
」が
主
催
す
る

第
２
回
「
漬
物
伝
承
講
座
」が
２
月
18
日
、
食

彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
で
開
催
さ

れ
、
市
内
各
地
域
か
ら
27
人
が
参
加
し
ま
し

た
。今

回
は
、
漬
物
を
応
用
し
た
創
作
料
理

や
庄
原
産
農
産
物
を

使
っ
た
郷
土
料
理

の
調
理
実
習
を
中
心

に
、
会
員
で
あ
る
料

理
家
の
大
谷
朱
美
さ

ん
（
暮
ら
し
の
ア
ト

リ
エ
・
東
本
町
）
か

ら
「
キ
ム
チ
を
使
っ

た
ア
イ
デ
ア
料
理
」

や
、
一
木
加
工
グ

ル
ー
プ
代
表
の
吉
光

典
子
さ
ん
（
一
木
町
）

か
ら
「
そ
ば
が
き
づ

く
り
」
を
学
び
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は

「
楽
し
み
な
が
ら
調

理
実
習
が
で
き
た
」

「
知
ら
な
い
方
と
ふ

れ
あ
え
た
」
「
身
近

な
食
材
で
珍
し
い
ア

イ
デ
ア
料
理
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い

調
理
実
習
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
「
食
農
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庄
原
」
で

は
、
庄
原
地
域
に
伝
わ
る
食
農
文
化
の
継
承

活
動
を
、
参
加
者
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

乳
が
ん
の
予
防
と
検
診
を
呼
び

か
け
る
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
講
演
会
」

を
３
月
12
日
、
庄
原
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

乳
が
ん
患
者
友
の
会
「
き
ら
ら
」

代
表
の
中
川
圭
さ
ん
が
、「
明
日
は

き
っ
と
い
い
日
～
私
と
あ
な
た
の

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
～
」

と
題
し
て
講
演
。
中
川
さ
ん
は
自
ら

乳
が
ん
を
患
っ
た
経
験
を
踏
ま
え

な
が
ら
、「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

大
切
さ
」「
自
己
検
診
の
重
要
性
」
を

強
調
。
来
場
し
た
62
人
は
、
終
始
笑

顔
で
前
向
き
に
語
る
中
川
さ
ん
の

話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
自
己
検
診
を

し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」「
娘
や
周

囲
の
人
に
が
ん
検
診
を
勧
め
よ
う

と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
個

別
に
相
談
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

庄
原
・
西
城
・
東
城
・
口
和
地
区
に

設
立
し
て
い
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に

「
広
島
県
が
ん
検
診
推
進
員
」
と
し
て

認
定
さ
れ
、
各
地
域
で
が
ん
予
防
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西
城
支
所
と
西
城
自
治
振
興
区
は
３
月
９

日
、『
６
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー
・
売
れ
る
加
工

品
と
加
工
所
の
元
気
づ
く
り
の
イ
ロ
ハ
』
と

題
し
て
、
農
産
物
加
工
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
研
修
会
は
、
地
元
の
食
資
源
を
ま
ち

の
元
気
づ
く
り
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
地
域
か
ら
の

声
に
応
え
て
、
西
城
地
域

に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の

ま
ち
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
生
涯
学
習
、
二
つ
の
事

業
が
連
携
し
、
広
島
県
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
開
催
し
た
も
の
で

す
。西

城
地
域
内
外
か
ら
参

加
し
た
30
人
は
、
県
立
総

合
技
術
研
究
所
食
品
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
元
総
括
研

究
員
の
平
田
健
さ
ん
か

ら
、
食
品
衛
生
法
や
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
な
ど
の
基
礎
知
識
、

滅
菌
や
品
質
保
持
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

西
城
特
産
ヒ
バ
ゴ
ン
ネ

ギ
と
西
城
産
の
味
噌
を

使
っ
た
『
ネ
ギ
味
噌
』
の

商
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
佐
加
工
所
の

黒
田
令
子
さ
ん
は
「
ネ
ギ
味
噌
を
、
西
城
な

ら
で
は
の
ギ
フ
ト
と
し
て
本
格
的
に
売
り
出

す
に
は
、学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
具
体

的
な
話
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
３
月
16

日
、
下
高
保
育
所
の
閉
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。下

高
保
育
所
は
昭
和
30
年
に
地
元
運
営
の

幼
稚
会
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
36
年
に
下

高
野
山
へ
き
地
保
育
所
、
昭
和
52
年
に
は
国

の
認
可
を
得
て
現
在
の
下
高
保
育
所
と
な

り
、
地
域
の
児
童
保
育
の
拠
点
と
し
て
58
年

間
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
疎
化
・
少
子
化
に
よ
る
児
童

数
の
減
少
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
町
内
の
私

立
新
市
保
育
所
と
統
合
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

式
典
に
は
、
関
係
者
と
在
園
児
38
人
、
保
護

者
30
人
の
ほ
か
、
歴
代
の
保
育
所
長
７
人
と

保
育
士
４
人
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
式
典
の
中
で
上
映
さ
れ
た

「
58
年
間
の
歴
史
を
振
り
返
る
メ
モ
リ
ア
ル

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」を
鑑
賞
し
、こ
れ
ま
で
の
楽
し
い
思

い
出
に
浸
り
な
が
ら
、
下
高
保
育
所
と
の
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、「
高
野
保
育
所
」
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

大谷さんがアイデア料理を実演

終始笑顔で講演する中川さん

真剣に耳を傾ける参加者講演の様子

閉所を惜しむ参加者

「ありがとう」の気持ち込め歌う園児たち
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １ 日ごろの生涯学習活動を地元で発表
やほこふれあいフェスタ

Report ３ 一足早い春の訪れを感じる一日
節分草祭

Report ４ 思い出の学び舎を心に刻む
東城小学校で「校舎お別れ見学会」

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

八鉾自治振興区の住民が生涯学習活動を発表する

『やほこふれあいフェスタ』が３月16・17 日の２日間、

八鉾自治振興センターで開催され、多くの人でにぎわ

いました。

昭和初期に撮影された地元の写真約

60 点を集めた写真展「昭和を訪ねて」の

ほか、住民が製作したプリザーブドフラ

ワーやタペストリー、生け花などの作品

50 点を展示。17 日には、西城市民病院の

郷力和明院長による地域医療に関する

講演が行われ、住民による尺八・大正琴

の演奏などが披露されました。

八鉾自治振興区の山口忠男会長は「生

涯学習は、個人の趣味や生きがいである

ばかりでなく、住民主体の地域づくりに必要な知識や

教養を身に付けるためのものでもある。地域の取り組

みを皆で確認し合い、今後につなげていきたい」と話し

ていました。

毎年恒例の節分草祭が３月10 日、道の駅リストア・

ステーションで開催されました。

今年は例年よりも開花が早く、７ヵ所ある節分草自

生地の公開地すべてで８分咲きとなったこの日、あい

にくの天気にもかかわらず、公開期間の中で最も多く

の人が訪れました。

来訪者は、節分草のガイド｢花守り｣から節分草の説

明を聞きながら自生地を散策。白く可憐に咲く節分草

を観賞しながら｢ 小さくてかわいい｣ とのぞき込んだ

り、カメラに収めたりしていました。

会場では、地元の自治会や団体が出店し、地元の食や

特産品を販売。エコストーブづくりなどの体験もあり、

訪れた人は一足早い春を感じながら、楽しい休日を過

ごしていました。

校舎の耐震強度不足により建て替えられる東城小学

校の校舎お別れ見学会が、2 月26 日から28 日の３日間

行われ、初日には東城小学校の卒業生や地域住民など

34 人が見学に訪れました。

見学者は、懐かしい学び舎で行われている授業や、歴

代の卒業制作などを見て回り、思い出の場所を長く記

憶に留めようと写真を撮ったり、子ども時代を懐かし

く振り返りながら談笑したりしていました。

桑原大輔さんは「当時のまま残っている造り付けの

掃除用具入れや、廊下で雑巾がけ競争をしたことなど

が懐かしい」と思い出に浸っていました。

Report ２ 待望の高速道完成を祝う
松江自動車道開通記念プレイベント

松江自動車道（中

国横断自動車道尾

道松江線）の開通

まで１ヵ月を切っ

た３月10 日、口和

インターチェンジ

周辺で開通記念プ

レイベントが開催

され、約1,800 人が

ウォーキングやサ

イクリングなどを

楽しみました。

当日は前日の陽

気からは一転、朝か

ら小雨が降り冷た

い風が吹き付ける

悪天候でしたが、完

成したばかりの高速道路を通れるとあって、親子連れ

やロードバイク愛好者などが受付に列を作りました。

ウォーキングは高野インターチェンジ方面へ向かっ

て約２．５キロの距離を往復するコースに約1,500 人

が参加。サイクリングは三次方面へ向かって三次東イ

ンターチェンジ・ジャンクションの手前約１km のとこ

ろを折り返す、往復約25km のコースが用意され、250 人

が参加しました。参加者は、真新しい道路の感触やそこ

から見える景色などを楽しんでいました。

会場では、主催した３市（庄原市・三次市・島根県雲

南市）がそれぞれ地元の食や特産品を販売。ステージイ

ベントも行われ、山陰・山陽を短時間で結ぶ期待の道

の完成を喜びました。

ウォーキングに参加した人は「いよいよ開通するん

だという実感が込み上げ、気持ちも高ぶってきた。開通

後に車で通るのが本当に楽しみ」と期待を膨らませて

いました。

松江自動車道は３月30 日、17 時に全線開通しまし

た。これにより交流人口の拡大が期待されます。

Report ５ 今年こそ優勝を！市民の思いを届け激励
庄原市カープ応援隊が日南キャンプを訪問

庄原市カープ応援隊12 人が2 月17 日、カープのキャンプ地である宮崎

県日南市の天福球場を訪問しました。

カープの応援を通して交流を行っている広島東洋カープ日南協力会

や山口県岩国市の広島東洋カープ由宇協力会とともに、それぞれが持ち

寄った特産品を野村謙二郎監督に手渡しました。庄原市からは、庄原焼き

や庄原産のコメ、アップルパイ、どんぐりコロコロ豚を贈呈しました。

庄原市カープ応援隊を代表してあいさつした髙橋利彰副市長は「庄原

市の特産品を食べて、今年こそ優勝を！」と庄原市民の熱い思いを野村監

督に伝えました。

今年もカープ応援隊は外野指定席40 席を購入しています。ぜひ皆さん

もカープ応援隊に参加し、一緒に熱い声援を届けましょう。

カープ応援隊への参加方法など詳しくは、☎0824-73-0919（カープ応

援隊専用）まで。

▲節分草を観賞する多くの人

▲築 68 年の東城小学校校舎

　　　　　　　　　　　　　　　▲写真展▲大正琴の演奏

▲野村監督に庄原米を手渡す高橋副市長

▲サイクリングを楽しむ参加者 

▲ウォーキングを楽しむ参加者
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庄原市の特定健診、 がん検診の受診率（％）

健診の種類 平成21年度 平成22年度 平成23年度 県平均
(平成23年度)

　特定健診 34.8％ 36.5％ 38.0％ 19.4％

　肺がん検診 22.3％ 21.2％ 22.7％ 16.1％

　大腸がん検診 21.6％ 20.7％ 23.0％ 17.3％

　胃がん検診 19.2％ 17.5％ 18.5％ 10.3％

　乳がん検診 30.4％ 18.5％ 20.7％ 24.0％

　子宮がん検診 21.6％ 22.5％ 27.1％ 29.1％

※特定健診の受診率は年々上がっていますが、国が示している目標値の65％には到達していません。
※女性のがん（乳がん・子宮がん）検診の受診率は、県の平均値に比べて低くなっています。

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 24 25｜２０１３．４月号｜広報しょうばら

身近でホットな情報をお寄せください。情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322
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Report ６ 琴で祝うひな祭り
比和保育所でひな祭り音楽会

園児の健やかな成長を願う「ひな祭り音楽会」が３

月１日、比和保育所で開催され、園児と保護者、地域住

民合わせ60 人が参加しました。

当日は、庄原を中心に音楽活動を行っている潮音の

会のメンバーが「うれしい　ひなまつり」などを琴と

ピアノで合奏し、会場は一足早い春の雰囲気に包まれ

ました。普段、保育所で歌っている曲目が演奏される

と、園児も手拍子や歌声で音楽会に参加。きれいな音色

と園児のかわいい合いの手に、皆さん笑顔がこぼれて

いました。

音楽会終了後、園児たちは演奏に使われた琴に実際

に触れて、音の

出し方を教えて

もらい琴演奏に

挑戦。最初は苦

労していた園児

も、「弦が固いけ

ど、いい音がす

る」、「また弾い

てみたい」とは

しゃいでいまし

た。

Report ８ 日本語を通じた交流の輪が広がる
日本語学習者によるスピーチコンテスト＆新年会

しょうばら国際交流協会が主催する「日本語学習者

によるスピーチコンテスト＆新年会」が２月10 日、口

和自治振興センターで開催され、庄原市をはじめ、三次

市、安芸高田市、東広島市など県内各地から16 人の日

本語学習者が参加しました。

今年で11 回目を迎えたこのコンテストは、日本語を

学ぶ外国の人たちに、学習の成果を発表する場を提供

することを目的に開催され、併せて参加者全員で交流

する新年会も開催しています。

金賞と会場賞の二つの賞を受賞した中華人民共和国

出身の楊茜(ヤンチェン)さんは、小説家の川端康成が

発した言葉「美しい日本の私」と題してスピーチ。審査

員から「楊さんの努力を感じるスピーチで、とても美

しい日本語だった」と高く評価され、会場からも大きな

拍手が送られていました。

新年会には総勢130 人が集まり、それぞれが持ち

寄った「一品料理」を味わいながら、にぎやかに交流を

深めていました。

参加者は「アットホームな雰囲気で楽しかった。来

年もまた来たい」と話していました。

Report ７ 元気な地域づくりをみんなで考える
第４回くちわのつどい

口和自治振興区、庄原市社会福祉協議会口和地域セ

ンターなどが主催する「くちわのつどい」が３月２日、

口和自治振興センターで開催され、約100 人が会場に

訪れました。

このつどいは、みんな元気に誰もが安心して心豊か

に暮らせる口和地域になるよう、今自分でできること

を参加者が一緒になって考える講座です。

実践報告として、口和中学校２年の石田成美さんが

「伝える心」、北自治振興区事務局長の高橋秀則さんが

「心をつなぐデイホーム」、ふくふく牧場の福元紀生さ

ん・奈津さん夫妻が「安心と夢を求めて」と題して発表。

来場者は、真剣な表情で耳を傾けていました。

庄
原
市
生
活
習
慣
病

健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す

定
期
的
な
健
診
で

自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
ろ
う

　

健
康
診
査
は
、
自
分
自
身
の
身
体
を
調
べ
、

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
結
び
付
け

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
受
け
て
い
れ

ば
過
去
の
自
分
と
比
較
し
て
「
自
分
の
生
活

習
慣
が
自
分
の
身
体
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し

て
い
る
か
」を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
診
査
は
大
き
く
分
け
て
特
定
健
診
と

が
ん
検
診
の
２
種
類
あ
り
、
特
定
健
診
は
血

液
検
査
や
腹
囲
測
定
な
ど
で
身
体
の
状
態
を

調
べ
る
検
査
を
中
心
に
行
う
の
で
、
生
活
習

慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
に
有
効
で
す
。

が
ん
検
診
推
進
中
！

　

が
ん
は
昭
和
54
年
か
ら
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
第
１
位
。
が
ん
に
か
か
る
人
は
40
歳
代

か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
す
る
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
に
は
、

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

庄
原
市
国
保
で
は
、
健
康
診
査
を
都
合
に

よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
２
次

募
集
を
行
っ
た
り
、
該
当
す
る
方
に
は
電
話

で
受
診
を
勧
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、が

ん
検
診
は
土
曜
日
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
行
政
文
書
で
「
平
成
25
年
度
庄
原

市
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」
を

各
戸
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
健
康
診
査

は
健
康
を
振
り
返
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
お
申

し
込
み
は
、
保
健
医
療
課
健
康
推
進
係
（
☎

０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
５
５
）
ま
で
。

健

広
場

康h
e

a
lth

y c
o

lu
m

n

※
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
は
40
歳（
子
宮
が

ん
は
20
歳
）以
上
で
す
。

　
も
し
、「
精
密
検
査
が
必
要
で
す
」と
言
わ

れ
た
ら
、怖
が
っ
た
り
、面
倒
が
っ
た
り
せ

ず
、早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健康診査を受けましょう！

健診は「生活習慣を振り返る絶好のチャンス！」

保健医療課　保健師

松　本　麗　華

▲琴の弾き方を教えてもらう園児

　▲発表者全員で記念撮影

▲発表する石田さん



お 知 ら せInformation

催
　
　
し

生
活
相
談

そ  
の  
他

募
　
　
集

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]

　

４
月
18
日
（
木
）　

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
知
的　

５
月
13
日
（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

４
月
18

日
（
木
）・
５
月
16

日
（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　

４
月
26
日
（
金
）・
５
月
24
日
（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　

４
月
16

日
（
火
）・
５
月
21

日
（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
８
日
（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

４
月
16
日
（
火
）・
５
月
７
日
（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き
　
５
月
９
日
（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
５
月
２
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
比
和
地
域

と
き
　
４
月
18
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　

５
月
８
日
（
水
）
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

帝
釈
峡
湖
水
開
き

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
幕
開
け
に
あ
た
り
行
わ
れ

る
安
全
祈
願
祭
で
す
。
太
鼓
や
神

楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、
神
石
高
原

マ
ル
シ
ェ
の
創
作
グ
ル
メ
や
帝
釈

峡
の
景
観
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
体

感
で
き
る
自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と
き
　
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
　
帝
釈
峡
神
龍
湖

問
い
合
わ
せ
　

帝
釈
峡
観
光
協
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

お
く
ま
の
さ
ん

　
「
お
く
ま
の
さ
ん
」と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
熊
野
神
社
の
春
季
大

祭
に
合
わ
せ
、
神
社
周
辺
の
駐
車

場
や
「
イ
ザ
ナ
ミ
茶
屋
」で
、
地
元

自
治
会
に
よ
る
出
店
や
西
城
町
神

楽
愛
好
会
に
よ
る
神
楽
奉
納
、
西

城
川
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　

４
月
29
日
（
月
・
祝
）
11
時
～

と
こ
ろ
　

熊
野
神
社
周
辺
（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ
　
西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
８
２
‐
２
７
２
７

第
３
回
福
田
頭
山
開
き

　

本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
を
前
に
、
１
年
間
の
登
山
客

の
安
全
を
願
う
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
る

「
ひ
ろ
し
ま
百
山
」
福
田
頭
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
27
日
（
土
）

と
こ
ろ
　

福
田
頭
山
開
き
特
設
会
場

(

庄
原
市
比
和
総
合
運
動
公
園
内)

問
い
合
わ
せ
　

公
共
の
宿
「
か
さ
べ
る
で
」　

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
２
２
３
０

庄
原
さ
と
や
ま
　
　
　
　
　

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　

身
近
な
玄
関
先
か
ら
“
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
”
を
め
ざ
す
、

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
が
主
催
す

る
「
２
０
１
３
春
庄
原
さ
と
や
ま

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
、
４
月
13

日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
の
土
・
日
・

月
、
26
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

公
開
さ
れ
ま
す
。

　

公
開
庭
園
は
、
昨
年
の
春
か
ら

４
庭
増
え
30
庭
。
そ
れ
ぞ
れ
の
庭

の
状
況
に
よ
っ
て
、
庭
主
が
公
開

日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら
花
会

議

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/

s
h
o
b
a
r
a
fl
o
w
e
r
.
b
l
o
g
s
p
o
t
.
j
p
/

）

ま
た
は
庄
原
市
観
光
協
会
（
☎

０
８
２
４
‐
７
５
‐
０
１
７
３
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
　
　
　
　

　
　
　
　
　
活
動
団
体
募
集

　

県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
１
０
０
㍍
以
上
）
・
河
川
（
50
㍍

以
上
）で
清
掃
・
緑
化
・
草
刈
な
ど

の
活
動
を
行
う
団
体
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
は
、
ア
ダ
プ
ト

が
「
養
子
縁
組
を
す
る
」
と
い
う

趣
旨
か
ら
、
住
民
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
清
掃
・
緑
化
活
動
な
ど
を

中
心
に
公
共
空
間
を
わ
が
子
の
よ

う
に
面
倒
を
み
て
い
く
活
動
を
い

い
ま
す
。

県
の
支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
局
道
路
河
川
管
理
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
０
３

災
害
の
記
録
写
真
を
　
　
　

　
　
　
　
　
集
め
て
い
ま
す

　

広
島
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
地
域
な

ら
で
は
の
貴
重
な
土
砂
災
害
の
写

真
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
共
有
・

公
開
す
る
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

「
地
域
の
砂
防
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
公
開

す
る
災
害
の
写
真
を
集
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
た

土
砂
災
害
や
昔
の
災
害
、
砂
防
や

え
ん
堤
な
ど
を
写
し
た
写
真
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ

さ
い
。

募
集
写
真

●
身
近
で
起
こ
っ
た
土
砂
災
害

●
昔
に
起
こ
っ
た
土
砂
災
害

●
土
砂
災
害
の
記
録
を
記
し
た
石

　

碑
●
土
砂
か
ら
地
域
を
守
る
砂
防
・

　

え
ん
堤

※
そ
の
ほ
か
、
防
災
訓
練
な
ど
地

域
の
活
動
写
真
、
渓
流
や
里
山
の

今
昔
写
真
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

写
真
提
供
の
方
法

　
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
く
に
は

登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
は

「
地
域
の
砂
防
ア
ー
カ
イ
ブ
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

現
像
し
た
写
真
を
お
持
ち
の
方
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請
が
困

難
な
方
は
、
広
島
県
土
木
局
砂
防

課
が
代
行
し
て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
土
木
局
砂
防
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
９
４
３

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

市
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
安

心
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
自
治
会
や
地
域
の
団
体
が
主

催
す
る
美
化
活
動
を
対
象
に
、
保

険
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
保
険

料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

　

市
が
管
理
す
る
河
川
（
普
通
河

川
）と
道
路
（
市
道
・
農
道
・
林
道
）

で
行
う
清
掃
・
草
刈
・
植
栽
な
ど

の
美
化
活
動

対
象
者

　

美
化
活
動
計
画
書
を
提
出
し
た

団
体
の
活
動
参
加
者

内
容

　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の
傷

害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建
設

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

『辻井いつ子講演会』
ピアニスト辻井伸行さんの母。
伸行さんが生後まもなく全盲とわか

り絶望と不安のなか、育児書や子育て
マニュアルが全く役に立たないところ
から、手探りで子育てをスタート。持
ち前のポジティブさと行動力で常に子
どもの可能性を信じ、よく見て、ほめる「親ばか」の子育てで、
伸行さんを育てる。生後８か月で伸行さんの音楽の才能を見つけ
プロのピアニストへと二人三脚で歩む。その結果、平成21年６月、
アメリカで開催された第13回ヴァン・クライバーン国際ピアノコ
ンクールで日本人初の優勝を果たす。
自らの子育ての経験をもとに、教育者や親御さんにとって関心

の高い内容を明るく楽しく講演します。

と　き　４月27日（土）
　　　　開演13：30（開場13：00～）
ところ　庄原市民会館 
入場料　一般 1,300 円
　　　　( 当日 1,500 円） 
　　　　高校生以下　無料

 

　市民会館での購入に限り　チケット２大特典

①先着200人または一度に３枚以上ご購入の方に限り
　入場料10％割引
②友の会会員の方は上記割引に加えさらに10％割引 
 
【前売券販売所】
庄原市民会館、食彩館ゆめさくら、ザ・ビッグ庄原店、
ジョイフル、サングリーン、ＣＣプラザ

辻井伸行
「ﾏｲ・ﾌｪｲｳﾞｧﾘｯﾄ・ｼｮﾊﾟﾝ」
（ｴｲﾍﾞｯｸｽ・ｸﾗｼｯｸｽ）

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 2627｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



お 知 ら せInformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

春
の
花
と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

「
春
ま
つ
り
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
週
末
を
中
心
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
花
と
イ
ベ

ン
ト
、
遊
び
を
満
喫
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

春
の
花
、
咲
い
て
い
ま
す
！

　

春
の
風
が
心
地
よ
い
「
花
の
広

場
」で
は
、
ビ
オ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
次
々
と
咲
き
続
け
ま
す
。
花

の
広
場
に
は
大
き
な
ク
ジ
ラ
の

「
花
絵
」が
登
場
!!
展
望
台
か
ら
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

桜(

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ)

の
見
ご

ろ
は
４
月
上
旬
。
４
月
13
日
（
土
）・

14
日(

日)

は
夜
間
開
園
し
、
ス
イ

セ
ン
や
桜
な
ど
春
の
花
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
。
松
江
自
動
車
道
の
開
通

を
記
念
し
て
、
１
５
０
発
の
花
火

を
両
日
打
ち
上
げ
ま
す
。

～
期
間
中
の
無
料
入
園
日
～

４
月
29
日
（
月
・
祝
）

５
月
４
日
（
土
・
祝
）・
５
日
（
日
）

※
４
／
29
、
５
／
４
は
駐
車
料
金

も
無
料
。
５
／
５
は
小
・
中
学
生

の
み
無
料
。（
駐
車
料
金
別
途
必

要
）

～
花
の
見
ご
ろ
～

○
ビ
オ
ラ

４
月
上
旬
～
５
月
中
旬

○
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

４
月
中
旬
～
下
旬

○
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

○
シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー

５
月
中
旬
～
６
月
上
旬

※
開
花
状
況
に
よ
り
日
程
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
い
ろ
い
ろ

　

手
づ
く
り
体
験
、
和
太
鼓
公
演
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
親
子
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

ひ
ば
の
里
で
の
「
柏
餅
づ
く
り
」

「
ち
ま
き
づ
く
り
」な
ど
の
食
体
験

の
ほ
か
、「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
」や
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
」「
カ
ヌ
ー
体
験
」
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験

も
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

立
て
る
た
め
、
車
い
す
の
固
定
装

置
や
昇
降
装
置
な
ど
の
特
別
な
構

造
変
更
が
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

※
自
動
車
税
（
県
税
）
の
減
免
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
重
複
し
て

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤
車
検
証

⑥
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
４
４

市
道
の
草
刈
り
交
付
金

　

市
道
の
草
刈
り
を
地
域
ぐ
る
み

で
実
施
し
た
地
域
団
体
に
対
し

て
、
片
側
延
長
１
㍍
に
つ
き
10
円

の
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

４
月
19
日
（
金
）
～
５
月
31
日
（
金
）

申
し
込
み

　

受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産
業
建

設
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
用
紙
は
同
課
・
室
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
購
入

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

市
は
、
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す

る
重
度
の
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
に
対

し
て
、
そ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
紙
お
む
つ
購
入
助

成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
高
齢
者
を
同
居
で
在
宅
介
護
し

て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

在
宅
高
齢
者
の
要
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
紙
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
が

３
・
４
・
５
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

④
市
民
税
非
課
税
の
人

交
付
枚
数
（
１
枚
３
千
円
分
）

　

申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
異

な
り
ま
す
。

①
４
月
か
ら
６
月
ま
で
25
枚

②
７
月
か
ら
９
月
ま
で
20
枚

③
10
月
か
ら
12
月
ま
で
15
枚

④
１
月
か
ら
３
月
ま
で
10
枚

購
入
で
き
る
品
目

紙
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
、
お
む
つ
カ
バ
ー
、
清
拭

剤
、
携
帯
ト
イ
レ
用
消
臭
剤
、
防
水

シ
ー
ツ
、
介
護
用
手
袋

使
用
上
の
注
意

　

助
成
券
が
使
用
で
き
る
協
力
店

で
の
み
購
入
で
き
ま
す
。
病
院
や

施
設
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
期

間
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど

○
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

○
印
鑑

※
申
請
書
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
、
各
支
所
市
民
生
活
室
、
市

内
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
あ
り

ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

減
免
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
毎
年
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
減
免

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
第
１
期
お
よ
び
軽

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
金
）で
す
。

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
固
定
資
産

①
生
活
の
た
め
、
公
私
の
扶
助
を

受
け
て
い
る
方
が
所
有
す
る
固
定

資
産

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産(

有
料
の
場
合
を
除

く)③
災
害
な
ど
で
著
し
く
価
値
が
減

少
し
た
固
定
資
産　

な
ど

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
減
免
申
請
書　

②
印
鑑

③
そ
の
他
減
免
を
必
要
と
す
る
理

由
を
証
明
す
る
書
類

●
減
免
を
受
け
ら
れ
る
軽
自
動
車

①
生
活
保
護
な
ど
を
受
け
て
い
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

②
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
が
所
有
し
運
転

す
る
軽
自
動
車

③
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、

歩
行
が
困
難
な
方
の
た
め
に
生
計

を
ひ
と
つ
に
す
る
方
が
所
有
し
運

転
す
る
軽
自
動
車
（
等
級
な
ど
制

限
が
あ
り
ま
す
）

④
身
体
障
害
者
な
ど
の
利
用
に
役

市 ･県民税の申告は必要ありません

市 ･県民税の申告が必要ではありませんか？

　所得税〔国税〕の確定申告が必要のない人でも、市･県民税の申告が必
要となる場合があります。
　市･県民税申告を行わないと、給与や年金以外の収入に対する経費が
控除されず、結果的に市･県民税が高くなってしまう場合や、介護保険料
や国民健康保険税などにも影響します。
　市･県民税の申告期間は3月15日で終了しましたが、次の事項を参考
に、申告の必要があると思われる人は「期限後申告」をしてください。
　

●所得税（国税）の確定申告を済ませましたか？●

は　い　　　　　　　　　　いいえ

　　　　　               　

　

　
次のいずれかに該当する方は、

市 ･県民税の申告が必要となる場合があります

○給与所得者で、給与 ･公的年金以外の所得がある人

○年金収入の場合、148 万円（65 歳未満の人は 98 万円）

　を超えている人

○年金所得者で、公的年金以外の所得がある人

○水田への作付けが 20a 以上ある人

もう一度、確認をお願いします

　●市 ･県民税申告についてのお問い合わせ
税務課市民税係　☎ 0824-73-1146　または各支所市民生活室市民生活係

１００万本の花が咲く！！

備北丘陵公園
「春まつり」開催！

4 月 6日 ( 土 ) ～ 5月 12 日 ( 日 )

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 2829｜２０１３．４月号｜広報しょうばら



お 知 ら せInformation

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

母子保健コーナー

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

しょうばら九日市

休日診療のご案内

時悠館　  ☎ 08477-6-0161

開館　９時～17時　（休館：水曜（祝日開館･翌日休館・年末年始）

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年２月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

石
せきぞく

鏃
石鏃は、サヌカイトや

黒曜石などの石で作った
弓矢の矢じりです。弓矢
は、土器とともに、縄文時
代に発明された画期的
な道具のひとつです。そ
れまでの狩猟は槍( やり)
を使っていましたが、弓
矢の登場でより遠くの獲
物を確実に仕留めること
ができるようになりまし
た。
石鏃は三角形を基本とし、大きさ（長さ）も縄文時代には１～２セン

チのものが多くみられます。獲物を射る道具なので先はとがっており、
矢柄（やがら）に付ける部分（基部）がえぐれているものや直線的になっ
たものがあります。また両脚がとがるものや幅広いもの、丸みを帯びた
ものなどがあります。
縄文土器は時期により形や文様に特徴が見られますが、石鏃には時

期的な特徴はあまりなく、石鏃では時期を決められません。しかし、早
期や前期の古い時期は、基部のえぐりが深い傾向があります。今から
7,000 ～8,000 年前の押型文土器の時期には、基部が逆Ｕ字形にえぐ
れ、鍬のような形をした鍬形鏃( くわがたぞく) と呼ばれるものがあり
ます。後期や晩期の新しい時期になると、形も細身になり、えぐりは浅
い傾向があります。飛行機のような形のものや、晩期には将棋の駒の形
に似た五角形のものなどが見られます。
時悠館には帝釈峡遺跡群から出土した多くの石鏃を展示していま

す。いろいろな形の石鏃がありますので、じっくりと観察してみてくだ
さい。

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●東城地域

●庄原地域　庄原市休日診療センター　☎ 0824-72-9900

４月～５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
「かずらのフラワースタンド（朝の部）」
「かずらの鉢台（昼の部）」
　とき　４月26日(金)  朝の部9：30～12：00
      昼の部13：30～16：00
　参加費　朝の部2,500円　昼の部1,000円
　定員　各10人
▶展示・その他
○浩雅窯作陶展
　とき　４月15日（月）～26日（金）
【営業日と時間変更】
４月１日（月）から閉館時間が18時に戻ります。
※朝どり市は通常通り16時まで。
４月30日（火）は営業します。

４月・５月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

お弁当は３：１：２
　新年度になり、入学や就職など環境が変わった方も多いのでは
ないでしょうか。
　また、お花見や公園などへお弁当を持って外出する機会も増え
てくるかと思います。
　普段のお弁当からいつもよりちょっと豪華なお弁当作りまで幅
広く使える「３：１：２弁当箱法」を実践してみませんか。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，４４４人（前年比－６０３人）　
男　　１８，６４２人（前年比－３５０人）　
女　　２０，８０２人（前年比－２５３人）　
世帯数　１５，９９８世帯（前年比－１５０世帯）
[うち外国人]

人口　２９８人（前年比－１６人）
[各地域の内訳]

○庄原地域　１９，１２７人（７，８４７世帯）
○西城地域　４，０１６人（１，５２７世帯）
○東城地域　８，８４５人（３，７３６世帯）	
○口和地域　２，２４８人（８３２世帯）	
○高野地域　２，０３１人（７０５世帯）
○比和地域　１，６２２人（６５９世帯）
○総領地域　１，５５５人（６６５世帯）

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課業務係　　☎ 0824-73-1197

と　き　４月 22 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　久

く ぼ た そ の こ

保田園子（ピアノ）・中
な か む ら み き え

村幹枝 ( 筝 )
曲　目　モンティ作曲「チャルダッシュ」
　　　　伊藤エイミーまどか作曲
　　　　「風の精」（筝とピアノの為の二重奏）ほか

広報日記
　毎号のようにお伝えしていた松江自動車道（中国

横断自動車道尾道松江線）が、めでたく開通しまし

たね。皆さんはもう利用されましたか？これに関係

する式典やイベントなどが集中して開催され、念願

の高速道開通に心躍らせている人、すでに利用して

その利便性を感じている人もいらっしゃると思いま

す。「道の駅たかの」も 12 日にグランドオープンし

ますので松江自動車道とともにご利用ください。ま

た、特集でご紹介したように、市内には地域の魅力

を発信する同様の施設がありますので、この機会に

ぜひ足を運んでいただきたいと思います。

▶久保田園子･･･ 広島大学大学院音楽文化教育学博士課程前
期修了。同大学修了演奏会に出演。これまでに、声楽・合唱の伴
奏・２台ピアノ・ピアノデュオ・筝やオーボエ・ヴァイオリン
との共演など数多くのコンサートに出演。三次市在住。
▶中村　幹枝･･･ 庄原市出身。福山や県北を中心に数々の演奏
会に出演。また、学校での演奏会や指導に携わる。福山リーデ
ンローズ筝アンサンブル会員。

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

パッチワークサークル作品展
とき　５月８日(水)～10日(金)10時～17時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎ 0824-73-1155

献血を次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

４月 24 日（水） 県立広島大学 11 時 30 分～ 15 時

４月　７日（日） 細川医院 ☎ 08477-2-0054

１４日（日） 日伝医院 ☎ 08477-2-2180

２１日（日） 東城病院 ☎ 08477-2-2150

２８日（日） 三上クリニック ☎ 08477-2-1151

２９日（月） こぶしの里病院 ☎ 08477-2-5255

５月　３日（金） 東城病院 ☎ 08477-2-2150

４日（土） 瀬尾医院 ☎ 08477-2-0023

５日（日） こぶしの里病院 ☎ 08477-2-5255

６日（月） 細川医院 ☎ 08477-2-0054

毎月９日は、しょうばら九日市

★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー　☎ 0824-72-0075 まで

と   き　５月９日（木）　９時～１３時
ところ　中本町商店街周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

☎ 0824-75-4411

５月

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

４月１０日・２４日

５月　８日・２２日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

３：１：２弁当箱法とは？
　お弁当箱を６等分した
ときの、主食・主菜・副菜
の割合を表したもので
す。５つのルールに従っ
てお弁当を作ると、適量
で栄養バランスのよい１
食分の目安がわかりま
す。食器に盛られた普段
の食事のとき、外食や惣
菜選びのときにも応用で
きます。

①自分にあったサイズの弁当箱を選ぶ

②料理が動かないように
　しっかり詰める

③料理の組み合わせは、主食３：主菜
　１：副菜２の表面比に。主食（ごはん・
　パンなど）、主菜（肉・魚・卵など）、
　副菜（野菜・きのこ・海藻など）

④同じ調理法のおかずを重ねない。油
　脂、食塩が多い料理は1品まで

⑤おいしそうにきれいに

　　弁当箱のサイズ（ml）の目安

年　齢 　女 　男

３～５歳 ４００ ４００

６～７歳 ４５０～５００ ５００～５５０

８～９歳 ６００ ６００～６５０

１０～１１歳 ７００ ７５０～８００

１２～１４歳 ７５０～８００ ９００

１５～１７歳 ７００～７５０ ９００～９５０

１８～２９歳 ６５０～７００ ８５０～９００

３０～４９歳 ６５０～７００ ８５０～９００

５０～６９歳 ６５０ ８００

７０歳以上 ５００～５５０ ６００～６５０

弁当箱法１ ２３

主食３

副菜２ 主菜１

・ ・

足立己幸、針谷順子
「3・1・2弁当箱ダイエット法」群羊社

　今月から『子育てに関する情報』をタイムリーに
発信していきます。
　子育て真っ最中のお父さん、お母さんは日ごろの
子育ての参考に。また、おじいちゃん、おばあちゃん、
地域の皆さんは、最近の子育て事情を知っていただ
き『庄原市の末来を担う子ども』を育てている方を
サポートしてほしいと思います。
　本年度も、母と子の健康の保持増進を目的に、次の
ような事業を行います。
①パパママ広場（妊
婦教室）：妊婦体験・
沐浴実習・助産師に
よる個別相談②離乳
食教室：５～７か月
の乳児の保護者対象
に実習を交えて離乳
食について学べます。

★チェック！！
　母子保健に関する事業の詳しい日程は、ＨＰの「こ
どもの健康づくりガイド」にアクセス！

トップページ ▶ 健康・福祉 ▶ 健康と医療 ▶ 母子の健康

縄文時代の石鏃
１段目：晩期（左５つが五角形鏃）
２段目：後期（右２つが飛行機鏃）
３段目：前期、４段目：早期、５段目：早期（鍬形鏃）

　▲パパママ広場の様子

  　広報しょうばら｜２０１３．４月号｜ 30 31｜２０１３．４月号｜広報しょうばら
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去
年
の
春
か
ら
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Ｒ
備
後
西
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駅
の
管
理

を
し
て
い
る
。
朝
７
時
１
分
の
三
次
行
き
が

始
発
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ッ
プ
の
発
行
機
を
立
ち
上
げ
、
薪
ス

ト
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ブ
に
火
を
入
れ
、コ
ー
ヒ
ー
を
沸
か
す
。

雪
の
日
は
ホ
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雪
か
き
。
そ
の
う
ち
高

校
生
た
ち
が
10
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ほ
ど
慌
た
だ
し
く
現
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、

に
ぎ
や
か
に
列
車
に
乗
り
込
ん
で
い
く
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広

島
市
内
の
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に
向
か
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の
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、
お
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寄
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の
方
も
数
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普
通
、
三
次
行
き
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ワ
ン
マ

ン
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で
す
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と
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ア
ナ
ウ
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ワ
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車
？
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問
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小
さ
な
女
の
子
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運
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の
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朝
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備
後
西
城
駅
が
開
業
し
た
の
は
昭
和
９
（
１
９
３
４
）年
３
月

15
日
の
こ
と
。
当
時
の
国
鉄
庄
原
線
の
終
点
と
し
て
、
備
後
庄
原

駅
か
ら
延
伸
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
備
後
西
城
駅
は
、
市
内
の

芸
備
線
の
駅
で
は
備
後
庄
原
駅
に
次
い
で
利
用
が
多
く
、
今
で
は

す
っ
か
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
対
面
式
の
ホ
ー
ム
も
現
役
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

駅
舎
に
は
美
容
院
や
観
光
協
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
今
で
も
人

の
手
か
ら
切
符
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
駅
前
に
は
Ｓ
Ｌ
の
動

輪
が
置
か
れ
て
お
り
、
芸
備
線
と
時
代
を
共
に
し
て
き
た
西
城
町

の
歴
史
が
垣
間
見
え
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『庄原市地産池消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産池消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

庄原の食材を扱うお店を応援します！

国営備北丘陵公園  展望レストランくにかね
所　三日市町４－１０
☎　０８２４－７２－７２１１
営　春まつり期間、秋まつり期間、
　　ウインターイルミネーションの土日祝日
　　（上記の期間以外は公園開園日でも休業）
　　９時 30 分～ 17 時（春まつり、秋まつり期間）
　　15 時～ 21 時（ウインターイルミネーション期間）
㏋　http://www.bihoku-park.go.jp
　　http://www9.ocn.ne.jp/~gws/

取り扱う市内産食材

▶▶▶　店長の大久保謹市さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　国営備北丘陵公園には、いろいろと食事をできる施設
がありますが、どのお店も庄原の食材をメーンで使用し
ています。県内外いろんなところから来園される方に庄
原の食材をＰＲするのはもちろん、市内から来られる方
にも庄原の食材を使用していることを知っていただくた
めに登録しました。

お店の推進店としてのこだわりは？
　丘陵公園の中で唯一洋食メニューを提供している店
で、ピザやパスタでは庄原の旬の食材をふんだんに使用

しています。またイルミネーション期間では特別
ディナー、団体さまのご利用では和洋折衷のバイ
キング料理と幅広いジャンルのメニューを提供し
ており、庄原の食材をさまざまな料理法、味付けで
お客さまに提供しています。

皆さんへ一言
　お食事はもちろんですが、展望レストランでは
年に数回料理教室を開催しております。内容はフ
ランス料理からケーキ作り、田舎料理と幅広い
ジャンルで行っております。スーパーなどで簡単
に手に入る食材を使用した、家庭で出来る料理教
室となっていますのでお気軽にご参加ください。 ▲春野菜の和風パスタ（８５０円）

米、野菜、果実など

夜明けの備後西城駅のホーム（平成 25 年３月 22 日撮影）

VOL. ７


